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臨
時
会
・
定
例
会
レ
ポ
ー
ト

　９月定例会は９月３日～２７日までの会期２５日間で開かれ、条例議案９件、予算議案５件・決算議案９件、
一般議案２件、意見書案１件を審議した。
　また、臨時会が８月９日、１０月３０日にそれぞれ開かれ、条例議案２件、予算議案２件、一般議案１件
を審議した。

議案種類 件　　　名 議決結果

議案第 43 号 契約の締結について（南房総市千倉清掃センター工場棟解体撤去工事請負契約） 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 44 号 令和元年度南房総市一般会計補正予算（第２号） 原 案 可 決 
賛 成 多 数

議案種類 件　　　名 議決結果

議案第 61 号 令和元年台風第１５号による被災者に対する市税の減免の特例に関する条例の制定について

原 案 可 決
全 会 一 致議案第 62 号 令和元年台風第１５号による被災者に係る介護保険料の減免手続の特例に関する条例の制定について

議案第 63 号 令和元年度南房総市一般会計補正予算（第５号）

決まった主なこと

８月臨時会提出議案議決結果

１０月臨時会提出議案議決結果

８月臨時会

１０月臨時会

９月定例会
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臨
時
会
・
定
例
会
レ
ポ
ー
ト

9月定例会提出議案議決結果

( 賛否が分かれた議案のみ掲載）○：賛成　×：反対　

議案ごとの賛否
神
作
　
紀
史

山
田
　
一
洋

鈴
木
　
克
哉

石
井
　
教
宇

阿
部
美
津
江

平
川
　
幸
男

安
田
美
由
貴

峯
　
　
隆
司

川
﨑
　
愼
一

関
　
　
壽
夫

長
谷
川
　
博

寺
澤
　
利
郎

鈴
木
　
直
一

川
上
　
　
清

辻
　
　
貞
夫

栗
原
　
保
博

青
木
　
正
孝

飯
田
　
彰
一

議案第４４号 令和元年度南房総市一般会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議

長

議案第４５号 南房総市使用料等及び手数料の改定に伴う関
係条例の整備に関する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４６号

南房総市行政手続における特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律に基づく個
人番号の利用及び特定個人情報の提供に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第５１号 南房総市廃棄物の処理及び清掃に関する条例
の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認 定 第 １ 号 平成30年度南房総市一般会計歳入歳出決算の
認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認 定 第 ３ 号 平成30年度南房総市後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認 定 第 ４ 号 平成30年度南房総市介護保険特別会計歳入歳
出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認 定 第 ８ 号 平成30年度南房総市国保病院事業会計決算の
認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認 定 第 ９ 号 平成30年度南房総市水道事業会計決算の認定
について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員名
議案名

議案種類 件　　　名 議決結果

議案第 45 号 南房総市使用料等及び手数料の改定に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 原 案 可 決 
賛 成 多 数

議案第 46 号 南房総市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について

原 案 可 決 
賛 成 多 数

議案第 47 号 南房総市立保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 48 号 南房総市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 49 号 南房総市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例の制定について

原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 50 号 南房総市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 51 号 南房総市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決 
賛 成 多 数

議案第 52 号 南房総市市営住宅設置管理条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 53 号 南房総市立幼稚園保育料徴収条例を廃止する条例の制定について 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 54 号 契約の締結について（南房総市富山ふれあいスポーツセンター大規模改修工事（建築工事） 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 55 号 南房総市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 56 号 令和元年度南房総市一般会計補正予算（第３号） 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 57 号 令和元年度南房総市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 58 号 令和元年度南房総市国保病院事業会計補正予算（第１号） 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 59 号 令和元年度南房総市水道事業会計補正予算（第１号） 原 案 可 決 
全 会 一 致

認定第 1 号 平成３０年度南房総市一般会計歳入歳出決算の認定について 原 案 認 定 
賛 成 多 数

認定第 2 号 平成３０年度南房総市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 原 案 認 定 
全 会 一 致

認定第 3 号 平成３０年度南房総市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 原 案 認 定 
賛 成 多 数

認定第 4 号 平成３０年度南房総市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 原 案 認 定 
賛 成 多 数

認定第 5 号 平成３０年度南房総市滝田財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 原 案 認 定 
全 会 一 致

認定第 6 号 平成３０年度南房総市北三原財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 原 案 認 定 
全 会 一 致

認定第 7 号 平成３０年度南房総市南三原財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 原 案 認 定 
全 会 一 致

認定第 8 号 平成３０年度南房総市国保病院事業会計決算の認定について 原 案 認 定 
賛 成 多 数

認定第 9 号 平成３０年度南房総市水道事業会計決算の認定について 原 案 認 定 
賛 成 多 数

議案第 60 号 令和元年度南房総市一般会計補正予算（第４号） 原 案 可 決 
全 会 一 致

発委第 2 号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書 原 案 可 決 
全 会 一 致
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補
正
予
算

メ
ラ
の
更
新
。

　

原
案
ど
お
り
可
決

◎ 

介
護
保
険
特
別
会
計

　
（
第
２
号
）

◇
介
護
給
付
費
準
備
基
金

　

８
０
７
１
万
円
を
積
み
立

て
る
。

　

原
案
ど
お
り
可
決

◎
水
道
事
業
会
計（

第
１
号
）

◇
配
水
管
工
事１

４
７
７
万
円

　

原
案
ど
お
り
可
決

◎
一
般
会
計
（
第
４
号
）

16
億
５
２
０
３
万
円

問　

公
共
施
設
は
保
険
に

入
っ
て
い
な
い
か
。

総
務
部
長　

共
済
に
入
っ
て

い
る
。
保
険
金
は
通
常
の

50
％
と
聞
い
て
い
る
。

◇
被
災
者
住
宅
支
援５

千
万
円

　

半
壊
以
上
の
世
帯
に
50
万

円
ま
で
、
賃
貸
住
宅
の
家
賃

な
ど
の
補
助
。
１
０
０
戸
分
。

問　

自
宅
に
近
い
地
区
に

仮
設
住
宅
を
建
て
な
い
か
。

市
長　

必
要
性
を
考
え
な

が
ら
、
建
設
型
の
仮
設
住
宅

も
検
討
し
て
い
る
。

◇
防
災
行
政
無
の
仮
復
旧　

４
８
９
５
万
円

問　

仮
復
旧
で
終
わ
り
か
。

市
民
生
活
部
長　

富
浦
中
継

局
は
、
発
電
機
で
運
用
し
て

い
る
。
通
電
後
は
、
既
存
の

計
画
に
沿
い
機
器
の
更
新
な

ど
を
行
う
。

◇
災
害
廃
棄
物
処
理

７
億
７
８
９
６
万
円

　

搬
出
処
理
ま
で
の
経
費
。

問　

白
浜
地
区
で
は
、
災
害

ご
み
を
集
会
所
や
広
場
に
集

め
た
。
他
地
区
で
も
で
き
な

い
か
。

建
設
環
境
部
長　

白
浜
の
行

政
区
、
建
設
業
協
会
で
話
し

合
い
、
被
災
ご
み
の
仮
置
き

場
へ
の
搬
入
調
整
を
し
た
。

　

被
災
者
へ
の
土
砂
排
除
な

く
の
も
必
要
で
あ
る
。

債
務
負
担
行
為

◇
放
課
後
児
童
の
委
託

　
（
来
年
度
分
）４

７
５
５
万
円

問　

今
年
度
よ
り
１
２
０
９

万
円
増
え
た
理
由
は
。

教
育
次
長　

今
年
度
は
契
約

額
。
来
年
度
は
見
積
額
の
た

め
差
額
が
生
じ
た
。

◇ 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
中
間
処
理

委
託

　
（
来
年
度
分
）

８
５
９
万
円

問　

今
年
度
よ
り
２
４
１
万

円
増
え
た
理
由
は
。

建
設
環
境
部
長　

人
件
費
の

高
騰
、
キ
ャ
ッ
プ
・
ラ
ベ
ル

な
ど
の
除
去
費
用
や
機
械
損

料
も
増
え
た
。

　

原
案
ど
お
り
可
決

◎
国
保
病
院
会
計　

（
第
１
号
）

◇
医
療
機
器
購
入３

５
３
万
円

問　

何
を
買
う
の
か
。

国
保
病
院
事
務
長　

眼
底
カ

　

９
月
27
日
、
定
例
会
本

会
議
で
予
算
議
案
を
審
議

し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次
の

と
お
り
。

◎
一
般
会
計
（
第
３
号
）

２
７
４
７
万
円

◇
旧
平
群
小
校
舎
な
ど

　

解
体
設
計
費１

１
３
７
万
円

問　

跡
地
利
活
用
よ
り
、

災
害
復
旧
を
優
先
さ
せ
る
べ

き
で
は
。

商
工
観
光
部
長　

校
舎
は
経

年
劣
化
、
老
朽
化
が
あ
り
、

改
修
に
多
く
の
資
金
が
か
か

る
こ
と
に
加
え
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
に
参
加
し
た
ほ
か
の
事

業
者
か
ら
の
利
活
用
案
が
な

か
っ
た
の
で
将
来
の
財
政
負

担
も
考
え
、
解
体
し
た
い
。

　

校
庭
を
被
災
ご
み
の
仮
置

き
場
と
し
て
使
用
し
、
災
害

復
旧
を
優
先
的
に
急
ぐ
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
台
風
第

15
号
で
利
活
用
施
設
の
屋
根

や
ガ
ラ
ス
が
損
傷
し
た
の

で
、
優
先
交
渉
権
者
と
施
設

の
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い

台風第１５号の災害復旧費など

９月２７日（定例会）
１０月３０日（臨時会）

１６億５,２０３万円
１９億４,４５４万円 を追加

市役所本庁前の被災ごみ仮置き場
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決
算
認
定

ど
重
機
借
り
上
げ
料
。

問　

民
家
敷
地
内
の
危
険
な

倒
木
は
、
除
去
で
き
る
か
。

市
民
生
活
部
長　

住
居
に
危

険
が
お
よ
ぶ
場
合
、
倒
木
の

除
去
も
行
え
る
。

　

原
案
ど
お
り
可
決

　

10
月
30
日
、
臨
時
会
本
会

議
で
予
算
議
案
を
審
議
し
た
。

◎
一
般
会
計
（
第
５
号
）

19
億
４
４
５
４
万
円

◇
台
風
第
15
号
の
災
害
復
旧

　

原
案
ど
お
り
可
決

民家裏山の倒木

248億 7,431万円
256億3,395万円歳入

を認定
支出

一  般  会  計  決  算

　

９
月
27
日
、
定
例
会
本

会
議
で
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
審
議
し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次
の

と
お
り
。

◎
一
般
会
計

◇
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

８
０
９
１
万
円

問　

所
得
制
限
の
対
象
者

数
は
。
所
得
制
限
は
、
い
つ

な
く
す
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

91
人
。
現

時
点
で
廃
止
の
考
え
は
な
い
。

反
対
討
論

　

館
山
市
と
南
房
総
市
だ

け
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の

所
得
制
限
が
あ
る
。
廃
止
す

べ
き
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど
お

り
可
決

◎ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
◇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

４
億
６
０
５
７
万
円

問　

低
所
得
者
の
所
得
割

を
減
ら
す
特
例
が
な
く
な
っ

た
。滞
納
件
数
は
増
え
た
か
。

市
民
生
活
部
長　

７
件
増
え

た
。

反
対
討
論

　

低
所
得
者
の
負
担
が
増

え
、
新
た
に
滞
納
す
る
人
が

増
え
た
。
県
に
財
政
安
定
化

基
金
を
使
う
よ
う
求
め
る
べ

き
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど
お

り
可
決

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

◇
介
護
保
険
料

10
億
９
４
５
３
万
円

問　

災
害
時
、
国
保
税
の

減
免
は
あ
る
が
、
介
護
保
険

料
で
は
要
綱
な
ど
の
整
備

は
。

保
健
福
祉
部
長　

要
綱
な
ど

は
整
備
済
み
。

反
対
討
論

　

介
護
保
険
料
の
値
上
げ
が

行
わ
れ
た
。
介
護
保
険
の
対

象
外
の
人
を
増
や
す
方
針
に

反
対
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど
お

り
可
決

◎
国
保
病
院
事
業
会
計

問　

病
床
転
換
の
あ
と
、

病
床
数
は
ど
う
な
る
か
。

国
保
病
院
事
務
長　

51
床
で

行
う
。反

対
討
論

　

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人

設
立
の
登
記
費
用
が
計
上
さ

れ
た
。
病
床
削
減
や
統
合
は

す
べ
き
で
な
い
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど
お

り
可
決

◎
水
道
事
業
会
計

問　

平
成
30
年
度
の
黒
字

は
県
補
助
金
が
増
え
た
た

め
か
。
水
道
料
金
を
値
上
げ

す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
。

水
道
局
長　

一
般
会
計
の
補

助
額
増
額
に
伴
い
県
補
助
額

も
増
え
た
。
老
朽
管
更
新
の

財
源
確
保
に
料
金
改
定
は
必

要
。

反
対
討
論

　

４
月
か
ら
水
道
料
金
の
値

上
げ
が
行
わ
れ
た
が
、
単
年

度
黒
字
だ
っ
た
。
値
上
げ
で

な
く
、
県
の
補
助
金
の
増
を
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど
お

り
可
決

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

加
入
者
１
万
２
０
９
５

人
。
医
療
費
は
、
前
年
度
比

２
億
９
２
８
万
円
の
減
。

　

原
案
ど
お
り
可
決

◎ 

滝
田
・
北
三
原
・
南
三
原

財
産
区
特
別
会
計

　

原
案
ど
お
り
可
決
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９
月
27
日
、
定
例
会
本

会
議
で
総
務
委
員
会
所
管

の
議
案
を
審
議
し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

使
用
料
・
手
数
料
関
係

条
例
の
改
正

　

10
月
の
消
費
税
率
引
き
上

げ
に
伴
う
、
38
条
例
の
改
正
。

問　

手
数
料
は
全
体
で
い

く
ら
増
え
る
。
据
え
置
か

な
い
の
か
。

総
務
部
長　

約
１
５
０
万
円

の
増
。
半
年
の
周
知
期
間
を

設
け
た
。
据
え
置
く
考
え
は

な
い
。反

対
討
論

　

総
理
大
臣
は
「
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
や
大
規
模
災
害
が

起
こ
ら
な
い
限
り
、
10
月
か

ら
の
増
税
は
行
う
」
と
言
っ

た
。
台
風
15
号
に
よ
る
災
害

と
大
停
電
は
、
明
ら
か
な
大

規
模
災
害
で
あ
る
。
手
数
料

の
値
上
げ
は
見
送
る
べ
き
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決

◎ 

個
人
番
号
の
利
用
・
特

定
個
人
情
報
提
供
条
例

の
一
部
改
正

　

子
育
て
施
設
な
ど
利
用
給

付
の
追
加
。

問　

生
活
保
護
・
地
方
税
・

住
民
票
・
児
童
扶
養
手
当
・

子
育
て
施
設
な
ど
の
利
用

給
付
な
ど
、
新
た
に
紐
付

け
を
す
る
情
報
を
大
幅
に

増
や
し
た
理
由
は
。

総
務
部
長　

幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
の
た
め
、
認
可

外
保
育
施
設
な
ど
の
利
用
者

の
事
務
処
理
情
報
を
追
加
す

る
。

反
対
討
論

　

個
人
番
号
で
あ
ら
ゆ
る
情

報
が
紐
づ
け
さ
れ
る
こ
と
を
、

多
く
の
市
民
が
知
ら
ぬ
ま
ま

進
め
る
こ
と
に
反
対
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決

◎ 

特
定
教
育
・
保
育
施
設
・

特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
基
準
条
例
の
一

部
改
正

　

保
育
所
の
副
食
費
が
実
費

負
担
に
な
る
。

問　

特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
基
準
は
、
ど
う

変
わ
る
の
か
。

教
育
次
長　

幼
稚
園
・
保
育

園
の
食
費
を
保
護
者
が
支
払

う
。
要
件
を
満
た
せ
ば
、
お

か
ず
な
ど
の
副
食
費
が
免
除

さ
れ
る
。

◎ 

「
契
約
の
締
結
」富
山
ふ

れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
大
規
模
改
修
工
事

（
建
築
工
事
）

　
東
海
建
設
㈱
と
３
億
６
３
５

万
円
で
契
約
。

問　

今
後
、
契
約
額
の
変

更
や
、
工
期
延
長
の
予
定

は
あ
る
か
。

教
育
次
長　

台
風
15
号
で
、

体
育
館
の
ア
リ
ー
ナ
の
内
壁

が
雨
漏
り
で
剥
が
れ
落
ち
た
。

追
加
工
事
と
契
約
額
の
変
更

が
見
込
ま
れ
る
。
工
期
も
延

長
予
定
。

◎ 

市
立
保
育
所
設
置
管
理

条
例
の
一
部
改
正

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」

の
改
正
に
よ
る
。

◎ 

家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
・
運
営
基
準
条
例

の
一
部
改
正

　

運
営
基
準
の
緩
和
。

　

原
案
ど
お
り
可
決

新
過
疎
対
策
法
の

制
定
に
関
す
る
意
見
書

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
は
令
和
３
年
３
月
末

で
失
効
す
る
。
引
き
続
き
過

疎
地
へ
の
支
援
強
化
・
住
民

の
暮
ら
し
を
支
え
る
施
策
の

推
進
・
地
域
振
興
を
図
る
こ

と
が
重
要
。
新
た
な
過
疎
対

策
法
の
制
定
を
要
望
す
る
。

　

全
会
一
致
で
可
決

議 案 審 議

消費税の増税に伴い
来年4月から手数料などの値上げ

総
務

議
案
審
議

富山ふれあいスポーツセンター
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議 案 審 議

ごみ持ち込み手数料
来年４月から無料区分を廃止

福
祉

　

９
月
27
日
、
定
例
会
本

会
議
で
福
祉
委
員
会
所
管

の
議
案
を
審
議
し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　
 

戸
籍
謄
本
を
添
付
し
、

請
求
書
を
出
す
こ
と
で
、

住
民
票
に
現
在
の
氏
と

旧
氏
を
併
記
で
き
る
。

問　

離
婚
や
再
婚
で
、
姓

が
複
数
回
変
わ
っ
た
場
合

は
、
希
望
す
る
旧
氏
を
登

録
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

か
。

市
民
生
活
部
長　

希
望
す
る

氏
を
記
載
で
き
る
。
住
民

票
に
旧
氏
を
記
載
後
、
再

婚
な
ど
で
新
た
な
氏
に
な
っ

た
場
合
は
、
引
き
続
き
記

載
の
旧
氏
を
使
う
か
、
直

前
の
旧
氏
に
変
更
す
る
か

選
ぶ
。

　

原
案
ど
お
り
可
決

産
業

戸籍謄本を添付し請求すれば
住民票に旧氏が記載され

印鑑登録が可能に

議
案
審
議 　

９
月
27
日
、
定
例
会
本

会
議
で
産
業
委
員
会
所
管

の
議
案
を
審
議
し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

廃
棄
物
の
処
理
・
清
掃

条
例
の
一
部
改
正

　

廃
棄
物
の
持
ち
込
み
手
数

料
の
無
料
区
分
が
な
く
な

る
。

問　

持
ち
込
み
手
数
料
の

無
料
区
分
が
廃
止
さ
れ
る

が
、
再
検
討
の
考
え
は
。

建
設
環
境
部
長　

無
料
区
分

を
廃
止
す
る
主
な
理
由
。

　

ご
み
処
理
費
が
増
え
て
い

る
た
め
、
少
量
の
搬
入
者
に

も
、
可
燃
指
定
ご
み
袋
で
ご

み
を
出
し
て
い
る
市
民
と
同

様
に
負
担
。

問　

安
房
３
市
１
町
の
ご

み
持
ち
込
み
手
数
料
を
同

時
期
に
、
同
額
に
す
る
予

定
か
。

建
設
環
境
部
長　

今
後
の
協

議
で
検
討
さ
れ
る
。

反
対
討
論

　

台
風
に
よ
る
被
災
で
、
大

量
の
粗
大
ご
み
が
発
生
し
、

持
ち
込
み
量
が
大
幅
に
増
え

て
い
る
。
生
活
再
建
を
目
指

す
市
民
に
と
っ
て
、
持
ち
込

み
手
数
料
の
有
料
化
は
、
大

き
な
負
担
と
な
る
の
で
、
反

対
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決

◎ 

市
営
住
宅
設
置
管
理
条

例
の
一
部
改
正

　
市
営
住
宅
の
新
設
と
廃
止
。

◎ 

水
道
事
業
会
計
未
処
分

利
益
剰
余
金
の
処
分

　

平
成
30
年
度
未
処
分
利
益

剰
余
金
２
億
９
９
９
５
万
８

千
円
を
自
己
資
本
金
へ
組
み

入
れ
。

　

原
案
ど
お
り
可
決（仮称）市営住宅原岡団地完成予想図
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一
般
質
問

6 人の議員が市政を質す

鈴木　克哉議員

問
本
年
度
は
合
併
か

ら
14
年
目
。
令
和

２
年
に
は
地
方
交
付
税
、

合
併
算
定
替
え
も
終
了
す

る
。
一
般
財
源
ベ
ー
ス
で

年
間
17
億
円
近
い
収
入
減

が
見
込
ま
れ
、
当
市
の
合

併
に
つ
い
て
、
ゆ
く
末
を

展
望
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。

市
長
合
併
後
の
課
題
と

し
て
は
、
人
口
減

少
や
高
齢
化
の
進
行
な
ど

に
よ
る
地
域
の
活
性
化
、
集

落
の
維
持
、
福
祉
対
策
な

ど
、
新
た
な
行
政
需
要
へ
の

対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
の
担
い
手
の

高
齢
化
に
よ
る
地
域
活
動

の
停
滞
や
後
継
者
不
足
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
対
策
も
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

る
か
。

市
民
生
活
部
長
本
年
２
月
、

４
月
、
６

月
に
各
地
区
の
区
長
会
、
行

政
連
絡
会
で
自
主
防
災
組

織
の
規
約
づ
く
り
、
ま
た
地

区
防
災
計
画
の
作
成
に
つ
い

て
推
進
を
図
っ
た
。

リ
ン
グ
は
実
施
し
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
は

行
っ
て
い
な
い
。

問
地
区
防
災
計
画
の

普
及
に
つ
い
て
、
現

時
点
で
市
政
運
営
上
ど
う

評
価
し
、
位
置
づ
け
て
い

防
災
力
の
現
状

問
直
近
の
避
難
準
備

発
令
の
際
、
市
民

の
避
難
状
況
は
ど
う
だ
っ

た
か
。

　

高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
、

７
カ
所
と
限
定
さ
れ
た
避

難
所
に
行
け
た
の
か
。

市
長
６
月
27
日
の
台
風

第
３
号
接
近
に
よ

る
発
令
で
は
、
市
内
７
カ
所

の
避
難
所
に
８
世
帯
15
人
の

避
難
者
、
７
月
５
日
の
熱
帯

低
気
圧
接
近
に
よ
る
発
令

で
は
、
２
世
帯
２
人
の
避
難

者
が
あ
り
、
明
る
い
う
ち
に

避
難
が
開
始
で
き
る
よ
う

早
目
の
「
避
難
準
備
・
高
齢

者
等
避
難
開
始
情
報
」
を

発
令
し
た
。

問
避
難
し
た
人
の
人

数
や
避
難
困
難
者

な
ど
の
把
握
は
。

市
民
生
活
部
長
避
難
場
所

に
避
難
者

名
簿
を
置
き
、
住
所
、
名

前
な
ど
を
記
入
し
て
も
ら
い

把
握
し
た
。

　

避
難
が
困
難
な
人
の
把

握
は
災
害
対
策
基
本
法
に

基
づ
き
高
齢
者
や
障
害
者

で
、
避
難
行
動
に
支
援
が

必
要
な
人
を
「
避
難
行
動

要
支
援
者
」
と
し
て
登
録

し
名
簿
を
作
成
。
支
援
に

か
か
わ
る
行
政
府
、
支
援

が
必
要
な
人
に
配
る
行
政

区
、
民
生
児
童
委
員
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
警
察
へ

配
付
し
た
。

問
市
民
が
備
え
る
べ

き
防
災
力
が
あ
る

が
、
市
と
し
て
市
民
に
ど

れ
だ
け
徹
底
し
て
い
る
か
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア

市
民
に
お
け
る
防
災
力
の
現
状
は

避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
の

発
令
に
対
応
し
避
難
し
た

言葉に込められた市民の思い、託され
た夢を実現したい
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一
般
質
問 　

全
国
的
に
は
ワ
ゴ
ン
車

を
利
用
し
た
移
動
期
日
前

投
票
所
の
導
入
例
は
あ
る

が
県
内
に
導
入
例
は
な
く
、

人
的
・
物
的
理
由
に
よ
り

導
入
す
る
予
定
は
な
い
。

　

身
体
に
一
定
の
障
害
の
あ

る
人
に
は
郵
便
な
ど
に
よ
る

投
票
制
度
が
あ
る
。
高
齢

化
社
会
を
迎

え
、
不
在
者
投

票
制
度
の
要
件

緩
和
が
検
討
さ

れ
て
い
る
と
い

う
報
道
も
あ

る
。問

投
票
所

で
選
挙

人
に
不
快
を
感

じ
さ
せ
な
い
よ

う
、
選
挙
事
務

担
当
者
の
事

前
研
修
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

　

投
票
に
来
た
選
挙
人
に

寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
対
応

を
心
が
け
、
選
挙
人
が
気

持
ち
よ
く
投
票
で
き
る
よ

う
研
修
を
行
う
。

問
三
芳
中
学
校
付
近

の
信
号
機
の
点
滅

が
歩
車
分
離
方
式
に
な
り
、

渋
滞
が
発
生
し
児
童
・
生

徒
の
通
学
に
支
障
が
起
き

て
い
る
。
信
号
の
点
滅
方

法
の
検
討
は
可
能
か
。

教
育
長
交
差
点
で
の
児

童
・
生
徒
な
ど

歩
行
者
に
は
安
全
に
な
っ
て

い
る
。
交
差
点
ま
で
の
通
学

路
の
歩
道
は
極
め
て
狭
い

状
況
に
あ
り
、
警
察
な
ど

と
情
報
交
換
を
行
い
検
討

す
る
。

選
挙
の
投
票
率
の
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み

問
高
齢
者
で
投
票
に

行
き
た
い
の
に
投

票
所
が
遠
く
て
行
け
な
い

人
へ
の
配
慮
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

い
か
。

教
育
長
「
な
が
ら
見
守

り
」
は
、
始
め

て
間
も
な
い
こ
と
と
、
対
象

者
が
特
定
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
現
状
の
取
り
組
み
で
進

め
る
。

児
童
生
徒
の
登
下
校
時

に
お
け
る
安
全
確
保

問
川
崎
市
の
児
童
へ
の

殺
傷
事
件
を
受
け
、

本
市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

教
育
長
毎
年
７
月
に
教

育
委
員
会
が
主

体
と
な
り
、
館
山
警
察
署
や

国
・
県
・
市
の
道
路
管
理
者
、

学
校
関
係
者
に
よ
る
通
学
路

の
安
全
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

問
「
な
が
ら
見
守
り
」

と
「
わ
ん
わ
ん
パ
ト

ロ
ー
ル
」
の
連
携
は
。

教
育
長
防
犯
で
大
切
な

こ
と
は
、
ご
近

所
の
皆
さ
ん
の
目
で
す
。
地

域
の
皆
さ
ん
に
、
何
か
を
し

な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
を
お
願
い
し
た
。

　

健
康
支
援
課
の
「
わ
ん
わ

ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
は
設
置

要
領
を
定
め
、
は
い
か
い
高

齢
者
情
報
提
供
や
地
域
住

民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
犯
罪
の
起
き
に
く
い

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
る
。

問
「
な
が
ら
見
守
り
」

も
登
録
に
で
き
な

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の
安
全
確
保
の
取
り
組
み
は

毎
年
夏
に
関
係
者
で
点
検
・
改
善
を
検
討

石井　教宇議員

三芳中学校付近交差点

他自治体の移動期日前投票所
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一
般
質
問

安田美由貴議員

問
自
衛
隊
の
オ
ス
プ

レ
イ
暫
定
配
備
で

「
房
総
低
空
域
飛
行
訓
練

場
」
で
訓
練
が
行
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。
低
空
飛

行
訓
練
の
情
報
は
、
把
握

し
て
い
る
か
。

市
長
情
報
は
把
握
し
て

い
な
い
。

問
「
房
総
低
空
域
飛
行

訓
練
場
」
は
、
Ｊ
Ｒ

富
浦
駅
か
ら
東
へ
三
芳
の

下
滝
田
・
石
堂
・
北
三
原
・

Ｊ
Ｒ
和
田
浦
駅
を
一
直
線

に
結
ん
だ
エ
リ
ア
よ
り
北
側

が
訓
練
場
。
真
ん
中
に
は
嶺

岡
山
分
屯
基
地
が
あ
る
。

房
総
半
島
沖
の
訓
練
空
域

は
、
主
に
ア
メ
リ
カ
海
軍

が
使
っ
て
い
る
が
、
自
衛

隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団
も

昨
年
度
訓
練
し
て
い
る
。

今
後
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
共

同
訓
練
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

　

防
衛
省
に
対
し
、

訓
練
飛
行
な
ど
の
影

響
に
つ
い
て
説
明
す

る
よ
う
申
し
入
れ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
注
意
は
傾
け

る
が
、
現
時

点
で
問
い
合
わ
せ
る
考

え
は
な
い
。

富
浦
町
大
津
の

市
有
地
売
却
の

そ
の
後

問
「
目
的
外
使
用
や
転

売
は
行
わ
な
い
」

と
書
面
で
約
束
し
て
あ
る

か
。
10
年
後
、
ど
う
な
る

の
か
。

市
長
売
買
契
約
書
で
用

途
指
定
を
行
い
、

違
反
し
た
場
合
の
買
戻
し
特

約
も
付
し
た
。
10
年
後
は
、

お
互
い
の
信
義
で
目
的
外
使

用
は
な
い
と
考
え
る
。

問
北
海
道
夕
張
市
で

は
、
２
０
１
７
年
に

２
億
４
千
万
円
で
、
市
の

土
地
建
物
を
中
国
系
企
業

に
売
却
。
今
年
３
月
、
そ

の
企
業
が
香
港
系
フ
ァ
ン

ド
に
15
億
円
で
転
売
し
た
。

　

条
文
と
し
て
転
売
禁
止

規
定
を
入
れ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

総
務
部
長
買
い
戻
し
特

約
で
、
転
売

は
さ
れ
な
い
と
解
釈
し
て
い

る
。旧

平
群
小
学
校
利
活
用

問
バ
ン
ズ
シ
テ
ィ
株

式
会
社
に
つ
い
て

適
性
の
確
認
は
で
き
て
い

る
か
。

商
工
観
光
課
長
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
提
案

時
に
会
社
概
要
を
細
か
く
提

出
さ
れ
た
の
で
、
最
優
先
交

渉
権
者
と
し
て
選
定
し
た
。

問
住
民
へ
の
説
明
会

で
は
、
ど
ん
な
意

見
が
上
が
っ
て
い
る
か
。

商
工
観
光
課
長
地
元
区
長

会
な
ど
へ

の
説
明
で
終
え
て
お
り
、
詳

細
計
画
が
で
き
た
後
に
説
明

会
を
予
定
し
て
い
る
。

自
衛
隊
オ
ス
プ
レ
イ
の
低
空
飛
行
訓
練
す
る
な
と

働
き
か
け
る
考
え
は

国
へ
働
き
か
け
る
考
え
は
な
い

垂直離着陸機のオスプレイ

房総低空域飛行訓練場

JR富浦駅

JR和田浦駅
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教
育
長
ゾ
ー
ン
30
の
対

象
に
な
る
の
は

非
常
に
難
し
い
。
安
全
確

保
に
つ
い
て
十
分
努
め
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
促
進
と
利
活
用

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
状
況
は
。

市
長
令
和
元
年
７
月
末

現
在
５
８
５
９
枚

で
、
交
付
率
は
15
・
26
％
。

問
住
民
票
や
各
種
証

明
書
な
ど
、
コ
ン
ビ

ニ
交
付
の
利
用
状
況
は
。

市
長
平
成
30
年
度
の
利

用
状
況
は
、
住
民

票
１
５
３
件
、
戸
籍
証
明
89

件
、
印
鑑
証
明
１
７
８
件
、

税
証
明
12
件
、
合
計
４
３
２

件
。問

窓
口
交
付
よ
り
少

し
金
額
を
軽
減
し

た
低
料
金
で
交
付
す
る
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
料
金
の

見
直
し
の
考
え
は
。

市
民
生
活
部
長
近
く
の
コ

ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
取
得
が
で
き

る
と
い
う
利
便
性
は
あ
る
の

で
、
ま
ず
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に
向

け
検
討
す
る
。

問
利
便
性
を
考
慮
し

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
活
用
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る

か
。市

長
地
域
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
参

加
に
対
す
る
ポ
イ
ン
ト
導

入
や
図
書
館
カ
ー
ド
な
ど
、

市
役
所
が
発
行
し
て
い
る

カ
ー
ド
を
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

集
約
す
る
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
る

が
、
活
用
方
法
に

つ
い
て
は
検
討
し

て
い
く
。

学
校
に
配
置
し
た
。

問
エ
ア
コ
ン
暖
房
機
能

の
活
用
の
考
え
は
。

教
育
長
児
童
・
生
徒
の

安
全
面
な
ど
を

考
慮
し
、
空
調
設
備
を
使

用
す
る
。

問
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
整
備
し
、
自

家
消
費
す
る
こ
と
で
施
設

で
の
電
力
を
補
う
考
え
は
。

教
育
次
長
多
額
の
費

用
が
か
か
る

こ
と
や
自
然
災
害
な
ど
に

リ
ス
ク
が
想
定
さ
れ
る
。
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
設
置
は
難

し
い
状
況
で
あ
る
と
判
断
し

て
い
る
。

問
三
芳
小
学
校
に
隣

接
す
る
車
道
に
速

度
抑
制
効
果
の
あ
る
ゾ
ー

ン
30
の
表
示
や
横
断
歩
道

な
ど
の
安
全
対
策
を
講
ず

る
べ
き
。

子
ど
も
を
守
る

環
境
整
備

問
い
じ
め
や
悩
み
相
談

体
制
の
現
状
は
。

教
育
長
平
成
29
年
度
に

家
庭
児
童
相

談
・
特
別
支
援
教
育
・
適

応
指
導
の
３
業
務
を
中
心

に
活
動
す
る
教
育
相
談
セ

ン
タ
ー
を
発
足
し
、
今
年

度
新
た
に
不
登
校
や
別
室

登
校
の
生
徒
を
支
援
す
る
教

育
相
談
員
２
人
を
２
つ
の
中

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
い
じ
め
や
悩
み
相
談
す
べ
き
で
は

慎
重
に
検
討
す
る

一
般
質
問

阿部美津江議員

教育委員会内の教育相談センター

個人番号カード（マイナンバーカード）

見　本
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一
般
質
問

　 　 　 　

川 　愼一議員

問
２
０
２
０
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火

リ
レ
ー
の
対
応
に
つ
い
て
。

① 

聖
火
リ
レ
ー
決
定
の
経

緯
は
。

② 
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く

り
基
本
計
画
と
観
光
と

の
関
連
性
は
。

③ 

市
民
へ
の
周
知
、
警
備

な
ど
は
。

教
育
長
千
葉
県
聖
火
リ

レ
ー
ル
ー
ト
検

討
委
員
会
案
を
も
と
に
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組

織
委
員
会
で
決
定
し
、
６

月
１
日
に
公
表
さ
れ
た
。

　
コ
ー
ス
は
、
７
月
２
日
か

ら
４
日
ま
で
の
３
日
間
。
３

コ
ー
ス
が
予
定
さ
れ
、
初
日

の
２
日
に
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
の
海
ほ
た
る
を
出
発
し

た
リ
レ
ー
は
、
同
日
３
番
目

に
岩
井
海
岸
か
ら
「
道
の

駅
富
楽
里
と
み
や
ま
」
間

で
実
施
さ
れ
る
。

　

観
光
協
会
と
連
携
し
、

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
や

大
会
誘
致
の
地
域
ピ
ー

ア
ー
ル
に
活
用
で
き
れ
ば
と

思
う
。

　

周
知
・
警
備
は
、
広
報

誌
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
周
知
し
、
警
備
な
ど
は

県
と
協
議
し
、
安
全
対
策

を
図
る
。

問
聖
火
リ
レ
ー
の
コ
ー

ス
テ
ー
マ
が
そ
れ

ぞ
れ
あ
る
が
、
岩
井
海
岸

か
ら
「
道
の
駅
富
楽
里
と

み
や
ま
」
の
コ
ー
ス
は
、

テ
ー
マ
の
ど
こ
に
あ
て
は

ま
る
の
か
。

教
育
次
長
県
内
の
道
路

網
を
活
用

し
た
、
本
県
の
基
幹
産
業

や
豊
か
な
自
然
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
ル
ー
ト
が
テ
ー
マ
。

車
へ
の
安
全
器
具
装

置
補
助
の
検
討

問
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

の
免
許
証
返
納
に

対
す
る
優
遇
措
置
に
つ
い

て
。

① 

市
内
の
高
齢
者
ド
ラ
イ

バ
ー
の
現
況
は
。

② 

免
許
証
返
納
に
対
す
る

優
遇
措
置
は
。

③ 

車
へ
の
安
全
器
具
装
置

の
補
助
は
。

市
長
市
内
65
歳
以
上
の

高
齢
者
免
許
証
保

有
状
況
は
、
１
万
２
７
４
人

で
、
６
月
末
で
１
０
５
人
が

返
納
し
た
。

　

自
主
返
納
者
に
対
し
、

運
転
経
歴
証
明
書
・
バ
ス

事
業
者
発
行
の
ノ
ー
カ
ー

サ
ポ
ー
ト
優
待
証
手
数
料

の
助
成
、
外
出
支
援
タ
ク

シ
ー
・
バ
ス
利
用
助
成
券
を

交
付
し
て
い
る
。

　

安
全
装
置
設
置
へ
の
補

助
は
、
県
な
ど
の
事
業
に
対

す
る
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
た
い
。

聖
火
リ
レ
ー 

岩
井
海
岸
か
ら
「
道
の
駅
富
楽
里
と
み

や
ま
」
間
の
対
応
は

沿
道
や
ゴ
ー
ル
で
盛
り
上
げ
を
検
討

リレースタートの岩井海岸

リレーゴールの道の駅「富楽里とみやま」
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一
般
質
問

免
許
返
納
者
へ
の

優
遇
措
置

問
免
許
返
納
制
度
に
つ

い
て
、
本
市
で
も
免

許
返
納
者
に
対
し
て
の
一
層

の
優
遇
措
置
の
よ
う
な
も

の
を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

市
長
こ
の
と
こ
ろ
、
高

齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

に
よ
る
交
通
事
故
が
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
自
動
車

は
生
活
に
必
要
な
も
の
で
あ

り
、
高
齢
者
に
な
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
運
転
免
許
証
の
返

納
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

数
計
を
設
置
し
、
状
況
に

よ
り
活
動
時
間
の
短
縮
や

中
止
、
活
動
場
所
の
変
更

な
ど
を
判
断
し
安
全
確
保

に
努
め
る
。

　
２
つ
目
と
し
て
、
部
活
動

場
所
の
環
境
に
応
じ
て
水

分
や
塩
分
を
補
給
で
き
る

環
境
を
整
え
、
適
宜
補
給

さ
せ
る
。

　
３
つ
目
と
し
て
、
部
活
動

の
適
切
な
時
間
と
し
て
平

日
の
練
習
時
間
は
２
時
間

程
度
、
学
校
の
休
業
日
は
３

時
間
程
度
と
す
る
な
ど
、

熱
中
症
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

ほ
か
に
も
県
や
市
か
ら
の

熱
中
症
情
報
を
職
員
間
で

共
有
し
、
生
徒
に
過
度
な

練
習
を
課
す
こ
と
が
な
い
よ

う
学
校
に
対
し
指
導
し
て

い
る
。

　

予
定
し
て
い
た
、
幼
稚
園

を
含
む
す
べ
て
の
小
・
中
学

校
教
室
な
ど
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
が
完
了
し
た
。

問
暑
さ
の
中
で
の
児

童
・
生
徒
に
対
し
て

の
熱
中
症
対
策
は
。

教
育
長
今
年
度
、
部
活

動
中
に
体
調
不

良
を
訴
え
救
急
搬
送
さ
れ

た
事
故
報
告
が
１
件
。
昨

年
度
、
７
月
１
日
か
ら
８
月

31
日
ま
で
の
部
活
動
な
ど

で
の
熱
中
症
事
故
は
６
件

あ
っ
た
。

　

部
活
動
を
行
っ
て
い
る
生

徒
へ
の
熱
中
症
対
策
は
夏

季
の
部
活
動
な
ど
に
お
い
て

も
、
生
徒
の
安
全
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

具
体
的
な
熱
中
症
対
策

の
一
つ
目
と
し
て
、
部
活
動

場
所
に
温
度
計
や
暑
さ
指

児
童
・
生
徒
の

熱
中
症
対
策

問
学
校
の
教
室
な
ど
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
工

事
の
進
捗
状
況
は
。

教
育
長
各
小
・
中
学
校

な
ど
へ
の
空
調

工
事
に
つ
い
て
、
普
通
教
室

は
本
年
７
月
ま
で
に
完
了
。

特
別
教
室
も
夏
休
み
期
間

中
に
完
了
し
た
。

児
童
・
生
徒
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

熱
中
症
情
報
を
職
員
間
で
共
有
し
安
全
確
保
に
努
め
る

神作　紀史議員

教室に設置されたエアコン
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研
修
報
告

　

産
業
委
員
会
で
は
、
市

内
８
カ
所
に
あ
る
道
の
駅

の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
え
る
た
め
、
栃
木
県

茂
木
町
に
あ
る
「
道
の
駅

も
て
ぎ
」
を
視
察
し
ま
し

道
の
駅
も
て
ぎ
　
令
和
元
年
７
月
４
日

た
。

　

南
房
総
市
の
人
口
３
万

９
千
人
・
面
積
２
３
０
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
対
し
、

茂
木
町
は
人
口
１
万
２
千

人
・
面
積
１
２
７
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
。

　

高
齢
化
、
過
疎
化
が
進

ん
だ
地
域
で
す
が
、
町
内

に
一
つ
し
か
な
い
道
の
駅

を
雇
用
の
場
・
交
流
の
場
・

地
域
住
民
の
避
難
場
所
・

生
活
基
盤
施
設
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
で
は
町
長

自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
し
、

質
疑
に
対
し
て
も
熱
く

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

説
明
の
要
旨
を
ま
と
め

て
み
ま
す
と
、

入
れ
、
地
元
住
民
が
中
心

に
な
り
運
営
し
、
助
成
し

て
い
る
。

・ 

商
品
開
発
も
社
員
が
行

い
、
失
敗
は
恐
れ
な
い
。

・ 

３
カ
月
に
一
度
新
商
品
を

販
売
す
る
。

・ 

道
の
駅
も
生
き
残
り
を

懸
け
る
時
代
に
な
っ
て
き

た
。

・ 

県
内
の
道
の
駅
で
協
力

体
制
を
と
り
、
売
り
上
げ

の
一
部
を
出
し
あ
い
商
品

開
発
や
社
員
研
修
を
行
っ

て
い
る
。

・ 

５
年
計
画
を
立
て
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
。

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
商
品
開
発
、
生

産
者
不
足
を
補
う
農
業
参

入
な
ど
「
全
国
モ
デ
ル
施

設
」
に
な
る
べ
く
各
種
の

努
力
が
感
じ
ら
れ
、
充
実

し
た
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

産
業
委
員
会
視
察

道
の
駅
を
雇
用
の
場
・
交
流
の
場
・

地
域
住
民
の
避
難
場
所
・
生
活
基
盤
施
設

と
し
て
活
用

受講の様子

防災館での説明

売り場・商品レイアウトの説明

・ 

道
の
駅
は
生
命
線
、
儲

け
る
こ
と
を
第
一
に
考
え

運
営
し
て
い
る
。

・ 

指
定
管
理
料
を
１
０
０
０

　 

万
円
入
れ
る
が
、
余
剰

金
は
町
へ
返
す
。

・ 
テ
ナ
ン
ト
は
入
れ
ず
統
一

感
を
持
っ
て
経
営
す
る
。

・ 

人
材
不
足
は
外
国
人
研

修
生
を
受
け
入
れ
、
今
い

る
人
を
大
切
に
す
る
。

・ 

地
域
お
こ
し
に
も
力
を

て茂も

た９方茂人ロんにを地生用自質語て

・・・・・

・・・・

・産入設努し
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市
民
の
声

　議会広報編集特別委員会では、市民の皆様のまちづくりに対するご意見・ご要望の投稿を募集しています。掲載を希望
する場合、本文は４００字以内、顔写真が必要です。
　※ 地区ごとに掲載していますので、時間がかかる場合があります。
連絡・投稿先　南房総市富浦町青木 28 番地　議会広報編集特別委員会　TEL 0470－33－1111　FAX 0470－20－4595

　私は、市内で和菓子店を営んでいます。修行か
ら帰ってきた20代のころは回覧板などで回ってく
る「議会だより」や「広報みなみぼうそう」など
ほとんど目を通すことがありませんでした。しかし、
商売をしている私だけでなく市民にとっての有益
な情報や活動が載っていることに気がつき、それ
からはきちんと目を通すようになりました。
　子どものころ「漫画で学ぶ日本史」という本を
両親が好きで、トイレなどに置きっぱなしだったも
のを自分も読んで日本史が好きになったことがあ
ります。
　「議会だより」も、もっと読みやすく親しみやす
いものになって欲しいと思います。市議会という
のはまだまだ一般の人、特に若い世代にとっては
馴染みも薄く「何を話し合っているのかよくわか
らない」というのが率直な感想です。
　自分たちで送った市議会議員が議会でどんな声
を上げているのか注目することによって市政がよ
り良くなることを期待しています。

　　

　「子育て世代をどうサポートしていくか」が市政
の課題の一つ。少子高齢化に加え家族形態、生活
スタイルが多様化している昨今、子育てに関する
課題や悩みもひと昔に比べてさまざまである。
　近年、虐待事件が後を絶たない。子どもとじっ
くり向き合える時間と、心の余裕を親御さんが持
てるよう、周囲の配慮が重要であると同時に、身
近に誰かの手を借り、相談でき、励ましてくれる
人がいれば救えるいのちだったのではと感じてし
まう。子どもたちと同じように保護者にも「安心の
基地・安全な避難所」が必要である。
　自分の親という「縦のつながり」、配偶者・友人
などの「横のつながり」が途絶えてしまうと孤立
してしまいかねない。残すは行政や地域といった
「斜めのつながり」しかない。世代を超えた経験あ
る先輩からのアドバイスや行政支援を知ることに
より、新たな道が開けるかもしれない。
　子育て世代が地域という足元から未来を照らす
希望を見出していける、南房総市であることを期
待したい。

長
は せ が わ

谷川  浩
ひ ろ し

司さん
（丸山地区）

尾
お

形
がた

　信
しんいち

一さん
（千倉地区）

議会の声斜めのつながり
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 表紙の写真を募集します 表紙の写真を募集します
　市議会では年４回（５月・８月・11月・２月）議会だよりを発行しています。開かれた議会を目指し、
より市民に親しまれるため、表紙写真を募集しています。

募集する写真募集する写真

応募方法応募方法

市内で撮影された四季の風景、イベントなど市内で撮影された四季の風景、イベントなど

選考方法選考方法
市議会広報編集特別委員会が選考します。市議会広報編集特別委員会が選考します。

応募上の注意応募上の注意
・市内で撮影された、横位置のカラー写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が個人
  の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された場合、表紙に氏名を掲載させていただきます。
・ご応募いただいた写真などは原則返却いたしませんので、予めご了承ください。

・市内で撮影された、横位置のカラー写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が個人
  の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された場合、表紙に氏名を掲載させていただきます。
・ご応募いただいた写真などは原則返却いたしませんので、予めご了承ください。

応募資格応募資格
市内在住・通勤・通学の人市内在住・通勤・通学の人

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入の上、議会事務局
へ電子メール、もしくは郵送・持参してください。
（データで送る際はサイズ２ＭＢ以上５ＭＢ未満でお願いします）

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入の上、議会事務局
へ電子メール、もしくは郵送・持参してください。
（データで送る際はサイズ２ＭＢ以上５ＭＢ未満でお願いします）

応募の締め切り応募の締め切り
令和2年2月14日（金）まで令和2年2月14日（金）まで

南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

お問い合わせお問い合わせ

　

去
る
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、

台
風
第
15
号
と
第
19
号
が
房
総
半
島

を
直
撃
し
第
21
号
は
大
量
の
雨
を
降

ら
し
、
南
房
総
市
も
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
毎
日
、
朝
早
く
か
ら

夜
遅
く
ま
で
壊
れ
た
屋
根
や
農
業
用

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
緊
急
修
理
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
「
こ
の
現
状
で
議
会
だ
よ
り
を
発
行
す
べ

き
か
」
と
編
集
委
員
会
も
熟
慮
し
ま
し
た
が
、

議
会
の
報
告
を
す
る
こ
と
は
必
要
だ
と
判
断

し
、
発
行
い
た
し
ま
す
。

　

南
房
総
市
は
勿
論
で
す
が
、
県
・
国
も
復

興
対
策
を
随
時
打
ち
出
し
て
い
ま
す
し
、
ま

た
急
い
で
い
ま
す
。
今
し
ば
ら
く
の
ご
辛
抱

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

市
議
会
に
対
し
て
の
ご
要
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
直
接
ま
た
は
議
員
を
通
し
て
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

南房総市議会のホームページで
ライブ・録画配信しています。
スマホでも視聴できます。

からご覧ください。

市ホームページ

市議会

市議会インターネット中継

▼

▼


